
































(5) 62.4.17 生活の場としてのオープンス 高原栄重教授(農林工学系〉
ペース
(6) 62.6.29 農業廃業物再資源化の現状 前)1/孝昭助教授〈農林工学系〉
一香港・米国・台湾・日本一
(7) 62.9.8 砂防学の方法 真板秀二助手〈農林工学系〉
一北大における砂防研究一
(8) 62.10.20 農産粉じんの爆発明:究の沿革 吉1I埼繁教授(農林工学系〉
(9) 62.11.26 食糧の供給過剰と農村土地利 佐藤洋平助教授〈社会工学系〉
用(オランダを伊jとして〉
(10) 63.3.29 アメリカの農機事情
サロン (l) 63.6.24 オランダにおける農村整備
一生産とリクレーションの場一
(2) 63.11.2 オーストラ 1)アの農業、自然、
そして生活
(3) 63.12.15 Natural Resource Informa-
tion System Development 











































①施設環境 25 6 
a. i旦熱環境 11 4 
b換気 5 
C舎内発生熱 7 1 
d.エアロゾル 2 O 
②構造・材料 8 O 
a畜舎構造 2 O 
b床 3 O 
C.サイロ 3 O 
d材料 O O 
③糞尿処理・利用 O 
④管理作業 3 O 
⑤計画・設計 O l 
⑥機械・設備 2 O 
⑦その他 O l 
39 8 












































































































(2) 床 畜舎の床は大別してスラット床とソリ y ド床とがあるが、スラ y ド床は家畜の排
糞尿を床下に落下させ、街生的な床面を維持すると同時に糞尿処理作業が容易に行えることが
おもな理由で、牛舎や豚舎に導入されている。スラット床のスラット間隔やスラット上面の水
準などと糞の残留量、蹄の病気・障害、除糞作業の能率などとの関係を実態調査し、設計・施
工上の資料が提供された。また、ストール牛舎の牛床はソリッド床であるが、床菌の種類(ゴ
ムマ y ト、コンクリート・木製〉とその濡れ具合による床面硬度と滑り抵抗係数を求め、同時
に牛の起立・横臥時ならび歩行時に各肢による荷重の大きさと方向を測定し、床の強度、牛床
面の仕上げおよび材料の選択について貴重な資料が提供された。
(3) サイロ 現在わが国のサイレージ用サイロは約40万基と推定されているが、その大部
分はタワーサイロである。このタワーサイロのサイレージ貯蔵可能量を推定する新たな関係式
を導き、その式による推定量が実際とよく合うことを検証した報告があった。また、スチール
製のタワーサイロについて、構造設計上必要な鉛直摩擦力や側圧を、模型実験によってサイレ
ージ原料別、水分別に明らかにした資料が提供された。さらに、コンク')ート製スティブサイ
ロの地震時における振動特性が模型実験によって明らかにされた。
(4) 材料 畜舎に用いられる金属類は、腐食の進行が早く、耐用年数が極端に短し、場合が
ある。鋼材の~~尿による腐食試験によって、現在一般に施工されている塗装仕様では防食の効
果は余りないが、塗装系を選べば相当の効果が期待されることを明らかにした。また、牛床に
用いられている軟質ゴムマ y トの部位加の損耗の程度、耐久性などを明らかにした。
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3.糞尿処理・利用
糞尿処理利用に関する研究のうち、メタンガス発生なとJのエネルギーに誼接関係する研究も
数課題あるが、本著ではこれを除外した。
畜産における低コスト化を図るためには、飼養規模の拡大が効果的であるが、飼養規模を拡
大すればするほど、糞尿処理・利用の問題が経営上障害になる場合が多くなることも事実であ
る。
このような事実に基づき、研究は実態調査から出発し、問題点と今後の研究課起について論
及した報告が 4課題ある。実験的研究としては、牛の糞尿を撹はん曝気によって液化処理する
ことを前提に、浪人物比重の大きい稲わらが流動性を減じて問題となるため、カッターポンプ
による細断可能な条件を明らかにした。また、稼の糞尿混合液をもみ殻くん炭を利用して浄化
するため装量開発を目的とし、散布液量、原液濃度、曝気量などと浄化機能との関係を明らか
にした。さらに、乳牛糞と作物残査との混合コンポストの熟成過程における水分、有機物量、
pHおよび C/N比の変化を調べ、良好で安定したコンポストを得るための条件を明らかに
した。
4.管理作業
畜産施設の基本的機能の一つに作業能率化機能があるが、作業能率化機能に関する研究例は
少ない。その中で、鶏舎構造の異なる 4種類のケージ鶏舎における各種作業について作業測定
を行い、作業能率を比較するとともに、作業体系の改善点を指摘した。また、乳牛管理作業の
うち、一般に時間的にも労力的にも占める害Ij合の大きい搾乳・出荷作業に着目し、搾乳・出荷
作業の能率に最も影響するのはそのうちの乳房清拭作業であること、しかもそれは糞尿溝の構
造と密接に 1~1係していることを明らかにするとともに、乳房清拭作業の評価法を確立するため、
乳房の汚れを定量的に表わす方法を実験的に試みた。今後の研究の進展が期待される。
5.計画・設計
畜産施設の計画・設計目標は、①低コスト化、②作業能率化、③環境好適化、④公害妨止な
どがあげられる。しかもこれらの目標は建築基準法や諸規射に従って達成されなければならず、
多くの問題がある。
畜産施設の計画・設計を実際に担当している技術者から其作的な計画・設計の進め方につい
て報告があった。また、同様な立場の技術者から乳・肉複合一貫経営における施設の特に基本
設計段階において検討すべき事項について実態を調査し、問題点の指摘があった。
宅地内空間に酪農施設を建設する場合を想定し、計画・設計の進め方について論じた報告が
あった。特に注目される研究は、わが国の 7地域にわたる肉牛舎187例を対象に、畜舎部位5JIJ
の形態・材料を調べ、低コスト化を I~ るための諸要国を計画・設計の立場から関連づけた研究
である。
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6.機械・設備
機械・設備に関する研究は意外に少なく、唯2例の研究はともにミルカーに関する研究であ
り、その一つは、従来のミルカーの仕様を大幅に変えたミルカーを用いて搾乳実験を行い、従
来のものとの比較検討を行った研究、他の一つは、ミルカー使用時に所定の作動と異なる作動
をおこした場合に乳房衛生上に及ぼす影響を調べ、ミルカーの保守点検の重要性を実証した研
究である。
7. その他
その他の研究として注目される研究は、従来にはなかった子牛晴育用の簡易施設が北海道を
中心に導入され始めたが、その利屠実態と効果についての報告である。また、太陽熱利用の苔
産施設についての調査報告や牛舎構造と乳量、乳持率、無路面形分率などでとらえた生産性と
の関係を 1年半にわたって調査し、検討した報告などである。さらに、近年多発の傾向にある
豚の脚弱症の早期発見と豚舎構造上の問題点を摘出することを究極の目的として、 H家の骨の力
学的特性をi明らかにした報告である。
N. おわりに
わが留における最近10年間の畜産施設の研究動向を農業施設学会関係の印刷物を対象として
レビューし、その大要を述べたが、この種の報告に欠かすことのできない引用文敵については
紙面の都合で省略せざるを得なかった。より詳細な内容や引用文献については、農業施設学会
誌「農業施設」第20巻、特別号、 pp.28"-'41を参照していただければ幸いである。
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